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【序】過酸化水素は重要なバイオ関連分子であり、その検出はバイオ、医学、食品、環境など様々

な分野で求められている。ペルオキシダーゼやカタラーゼなどの酵素反応と電気化学、光吸収、

蛍光などを組み合わせた過酸化水素検出は、特異性や感度に優れるが、さらに実用的な検出法や

システムの開発も盛んに研究されている。我々は金ナノ粒子修飾ガラス基板上に可視光を照射す

ることにより、銀ナノ構造を作製するプラズモニックめっき法を考案した 1)。本発表ではプラズ

モニックめっき法により作製した銀ナノ構造と過酸化水素の反応を利用した光学的、分光学的な

バイオセンシングに関して報告する。 

【実験結果】マグネトロンスパッタによりガラス基板上に厚さ数 nm の金薄膜を作製し、アニー

リングにより固相ディウェッティングを誘起し、粒径約 10 nm の金ナノ粒子を表面修飾した。こ

の基板上に、硝酸銀とクエン酸ナトリウムの混合溶液を滴下し、可視光を照射することにより、

照射領域に銀ナノ構造を作製した。銀ナノ構造上に、過酸化水素水溶液を滴下すると、銀の酸化

反応に伴う吸光度変化が見られた。この反応を高感度かつ簡便に捉えるため、2 本のレーザービ

ームの干渉露光を利用して銀ナノ構造のグレーティングを作製し、レーザー回折光の強度変化か

ら過酸化水素濃度を定量するシステムを開発した（図

1）。レーザー光源は乾電池で駆動し、USBケーブルで

PC と接続するだけで測定可能である。現在、さらに

持ち運び可能な小型システムの開発にも取り組んで

いる。 
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